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はじめに



2020年7月18日



Vue.js 3.0 RC リリース！

https://github.com/vuejs/rfcs/issues/189

この issue で Evan 氏が今後について表明



合わせて公式ドキュメントも公開 (β)

https://v3.vuejs.org/



公式プラグイン・ツールほぼ準備が整いつつある

• vue-router 
v4.0.0-beta6 

• vuex 
v4.0.0-beta4 

• vue-cli 
v4.5.0 (vue 3 preset) 

• vue-devtools 
v6.0.0-beta.1 

• eslint-plugin-vue 
v7.0.0-beta.2

• @vue/test-utils 
v2.0.0-beta.2 

• vue-class-component 
v8.0.0-alpha.6 

• vue-loader 
v16.0.0-beta.5 

• rollup-plugin-vue 
v6.0.0-beta.8 

 



デシジョンツリーの公開

https://github.com/vuejs/rfcs/issues/183



いよいよ 
リリース間近！



今日話すこと



その前に



2020年2月1日





Vue 3 について話した



スライドはこちら👇 

https://speakerdeck.com/kazupon/mamonakuyatutekuru-vue-dot-js-3



といういわけで



今日話すこと
• 2月の発表からの Diff (差分) 

• Vue 3 関連周りのアップデート情報 

• SFC 

• Vite 

• @vuedx 

• その他



SFC



Evan 氏が SFC 改善 の PR を投下

https://twitter.com/youyuxi/status/1277695108268339208



投下した RFC は 3つ
• 1. コンポーネントのインポート糖衣構文 

• 2. Composition API の DX 改善 

• 3. CSS 変数インジェクション

https://github.com/vuejs/rfcs/pull/182



コンポーネント
の 

インポート糖衣構文



<component>
• SFC に<component>ブロックを導入



<component>
で何が良くなるのか？



こういうコードを書く必要がなくなる！
• 一般的なコンポーネント

従来 RFC

コンポーネントを使うために 
いちいち <script> ブロック内で 
import する必要がなくなる



こういうコードを書く必要がなくなる！
• 非同期なコンポーネント

非同期コンポーネントをロードするために 
dynamic import で components オプションに 
指定する必要がなくなる

従来 RFC



コンポーネントを別名にできる
• as を使うことで別名にできる

ES modules の import 構文の 
as と同じことができる



Composition API  
の 

DX 改善



<script setup>

• <script> に setup が追加



<script setup>
で 

どうDXが良くなる？



より簡潔に実装できる！

setup 関数内でロジックを実装して、レンダリング
するためにコンテキスト返す必要がなくなる！

従来 RFC



使い方



コンテキストでレンダリングするためには？

• export する

ES Modules の  
export 構文を使うだけ



setup関数の引数はどう使う？
• setup の属性値に指定する

従来 RFC



コンポーネントオプションは？

従来 RFC

props などの 
コンポーネントオプションを 
使う場合は 
export default する必要がある



TypeScript は？
• declare を使って型定義

declare で props をすると、 
SFCコンパイラが props 実際の定義コードと 
TS の型推論されるようにコンパイルする



<script> と <script setup> を一緒に使える

用途: 
- グローバルな処理を一度だけ 
実行したい場合 

- SFC で named export なものを 
提供したい場合



CSS 変数 
インジェクション



<style vars>

• style ブロックに vars が追加



<style vars>
で 

どう良くなる？



script 側から値を渡せる！

vars に定義した変数を 
Web標準のCSS変数の要領で 
スタイル値として 
割り当てることができる！ 
つまり、動的なスタイルを制御できる！

バインディング！



<style scoped>といっしょに利用可能

vars を scoped と 
いっしょに利用したい場合は、 
内部のCSS変数はローカルと見なす 

つまり、このケースでは 
--color が影響するのは 
このコンポーネントにのみ



グローバルなCSS変数の利用は？

--global プリフィックスを使って 
CSS変数を利用する



これらRFCの採択について
• <script setup>, <style vars> につ
いては RC に実装済み 

• <script setup> は難なく使える 

• <style vars> はCSS 変数が使えるモ
ダンなブラウザで利用できる



これらRFCの採択について
• <compontent> についてはまだ未実装 

• SFC に新たなブロックや書き方が加わる
ので、複雑性と学習コストが増すんで
は？ 

• Vetur といったテンプレート解析をする
ツールへ影響が大きすぎるのでは？



というわけで、Vue 3.0 では…

• まだ RFC でいろいろと議論、フィードバッ
クがあるため SFC の正式機能ではない 

• この SFC 改善 は Experimental (実験的) な
機能として提供される 

• 問題なければ、v3.1 ? で採択される予定



Vite



Evan 氏が新しいビルドツール公開
• 読み方: `/vit/`

https://github.com/vitejs/vite



6月にViteについて話した

https://speakerdeck.com/kazupon/native-esm-powered-web-dev-build-tool

プラグイン作りたい人 
内部実装について知りたい方はぜひ！



Vite の特徴
• ES Modules ベースの開発サーバを備えたモダンな
ビルドツール 

• dev server は高速 

• 起動時にすべてバンドルしない 

• 高速な ESbuild による on the fly コンパイル 

• Hot Module Replacement (HMR) もシンプルな
ため速い



機能
• Bare Module Resolving 

• Hot Module Replacement 

• TypeScript 

• CSS / JSON Importing 

• Asset URL Handling 

• PostCSS 

• CSS Modules
https://github.com/vitejs/vite#features

• CSS Pre-processors 

• JSX 

• Custom Blocks 

• Config File 

• Dev Server Proxy 

• Production Build 

• Modes and Environment 
Variables



機能
• Web Assembly 

• Inline Web Workers 

• HTTPS/2

https://github.com/vitejs/vite#features



生まれた背景
• VuePress の起動が遅くてイライラした 

• SFC を ES Modules で動かしたいというア
イデアが昔からあった 

• Snowpack などの新しい ES Modules ベー
スのバンドラが出現してきた



そんな中アイデアが舞い降りてきて生まれた

https://twitter.com/youyuxi/status/1252173663199277058



Vite の現状
• v1.0.0 RC としてリリースされているの
で、近々正式 v1.0 がリリースされる見込
み 

• プロダクション向けのビルドは、実質 

rollup でビルドするので使えるはず！...



Vue と Vite との関係
• Vue 3 向けの公式ドキュメントで Vite を
使ったインストールについて書いてある 

• なので、Vue 向けにはサポートされていく
のは間違いない



開発環境がすぐに整う！
•  npm init vite-app のようなコマンド

TypeScript とか諸々の環境が整う！ 

• ので、みなさん、使っていきましょう！



@vuedx



Vue developer experience

• Vue の DX をよくする
ためのツール 

• コアチームの Rahul 

氏 (znck) が作成中 

• まだ Experimental

https://twitter.com/znck0



余談: ちなみに Rahul 氏は 2018 年日本に来ている

• Vue Fes Japan 2018 

• コンパイラ周りが得
意 

• rollup-plugin-vue の
開発者

https://vuefes.jp/2018/speakers/znck/



GitHub リポジトリ
• @vuedx は Rahul 氏の個人リポジトリで開
発進められている

https://github.com/znck/vue-developer-experience



@vuedx はどのようなも
の(DX)を提供するのか



@vuedx が提供するもの
• @vuedx のゴールとしては以下を提供すること 

• <template> 内での型チェック 

• コード補完 

• リファクタリング機能 

• SFC の ES Modules 化



<template> 内での型チェック

https://twitter.com/znck0/status/1290278773049286657/photo/1



リファクタリング機能
• <template>と<script>との同期 

• Props の変更 

• コンポーネントタグの変更 

• ファイル名変更とコンポーネントの抽出 

• 変数名の変更 

• … など



デモ
• 例: コンポーネントタグの変更

https://twitter.com/znck0/status/1290577650398846976



@vuedxでは 
これをどうやっているのか



アーキテクチャ

VS Code の Language Service にパッチする
感じで SFC を処理している



Vue Virtual TextDocument
• SFC 各ブロックを仮想ファイルとして処理

component.vue

component.vue____script.ts

component.vue____template.ts

component.vue____render.ts

TS のコード 
として処理する



@vuedx、 

Vetur と同じよう
なツールでは？

🤔



Vetur は今後どうなる？



今後は統合していく予定

https://github.com/vuejs/vetur/issues/2016

Vetur に @vuedx のTSプラグインを取り入
れてリファクタリング機能を置き換える



その他



Reactivity API



以前の2月の発表のときは
• reactive 

• computed 

• watch 

• readonly

• ref 

• isRef 

• toRefs

上記のような基本的なAPIしかなかったが…



さらに以下のAPIが増えた
• shallowReactive 

• shallowRef  

• markRaw 

• triggerRef

• isReactive 

• isProxy 

• toRaw

主にパフォーマンスの最適化、高度なこと
したい人向けに公開された



詳しい詳細は公式ドキュメントで

Reactivity API の項目に載っています
https://v3.vuejs.org/api/basic-reactivity.html#reactive



Vue.js コアチームの記事も読むとよい
• Reactive の歴史を交えながら解説している

https://dev.to/jinjiang/understanding-reactivity-in-vue-3-0-1jni



分かりやすい Reactivity API についての資料
• Ref と Reactive を使い分けが日本語で分か
りやすく書いてる

https://speakerdeck.com/kawamataryo/ref-vs-reactive-vue-composition-api-deep-in



@vue/
composition-api



v1.0.0 がリリースされた
• ジョインした

Anthony 氏や Carlos 
氏によって開発が進
んだ 

• vue-next から足りな
いAPIがバックポー
トされている

Anthony 氏

Carlos 氏



これはどういうこと？



初期の頃は注意書きがあった

https://github.com/vuejs/composition-api/commit/bde4d1b1900c98e13d7ec3e555425e19afc1b3f1#diff-04c6e90faac2675aa89e2176d2eec7d8

本番環境で使うのは推奨しない！と

https://github.com/vuejs/composition-api/commit/bde4d1b1900c98e13d7ec3e555425e19afc1b3f1#diff-04c6e90faac2675aa89e2176d2eec7d8
https://github.com/vuejs/composition-api/commit/bde4d1b1900c98e13d7ec3e555425e19afc1b3f1#diff-04c6e90faac2675aa89e2176d2eec7d8


開発が進むようになってからは…
• バックポートするうちにこの注意書きは
なくなった

https://github.com/vuejs/composition-api/commit/7e6598cddebfc2c7ec307838b3eae8a1fcc0ce8b#diff-04c6e90faac2675aa89e2176d2eec7d8



つまり、本番環境で使えることを意味します

• Vue 3 は RC 
フェーズ 

• Vue 2 と Vue 3 を
互換を保つライブ
ラなど作っている
作者によって実証
されている

Anthony 氏

Carlos 氏



つまり、本番環境で使えることを意味します
• 公式的には断言はしていないが、バック
ポートは成功したと！明言している

 

https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/
https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/


ご利用は計画的に
• 制限事項がある

 https://github.com/vuejs/composition-api#limitations

https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/
https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/


ご利用は計画的に
• パフォーマンスが気にならないかどうか

 https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/

https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/
https://antfu.github.io/vue-composition-api-benchmark-results/


まとめ



• 以前自分が発表から、Vue 3 RC がリリースされるまでにいろ
いろと進展があった 

• SFC 改善 RFC 

• Vite 爆誕 

• @vuedex の開発 

• @vue/composition-api 1.0 リリース 

• 今後も正式リリースまでに進展があると思うので、情報
キャッチアップしていただければ。

まとめ



最後に



• よりOSS開発の活動していきたいので、サ
ポートしてくれるとうれしいです！

GitHub Sponsors 

https://github.com/sponsors/kazupon



ご清聴 
ありがとうございました！


